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【はじめに】前回の応用物理学会において，Monoclinic 構造を有する母体材料を使用した Bi 付

活酸化物蛍光体において強い発光が得られることを報告した(1)。今回は，同じMonoclinic構造を

有する母体の中で Biの置換サイトをいくつか変化させた場合の蛍光体を作製し，そのフォトルミ

ネッセンス（PL）特性ならびに光音響（PA）特性を詳細に検討したので報告する。具体的には，

Bi の置換サイトとして Y，La，および Gd に注目し，Y4Al2O9(YAM)，La4Al2O9(LAM)，および

Gd4Al2O9(GAM)を母体とした Bi付活酸化物蛍光体をそれぞれ作製した。 

【実験方法】ここでは一例として，錯体重合法を用いた YAM:Bi 蛍光体の作製方法について述べ

る。まず，原料として化学量論比に秤量された各種硝酸塩を超純水に溶解させた後に，適量のク

エン酸とプロピレングリコールを順に添加・溶解させ，約 200～220℃の温度条件下で熱撹拌を施

した後に約 300℃で約 1 時間の熱分解を行うことで前駆体を得た。次に，これを大気中において

約1100℃から約1400℃の範囲内のいずれかの温度条件下で約1時間の焼成を施すことでYAM:Bi

蛍光体を完成させた。なお，Bi の仕込み濃度を約 0.5～約 10[at%]で変化させた。作製された蛍

光体は，PL分光法による発光特性と PAS法による非発光特性についてそれぞれ評価された。 

【結果と考察】下図に Bi 濃度が約 1[at%]の場合の YAM:Bi，LAM:Bi および GAM:Bi から得ら

れた PLおよび PLEスペクトルの結果を示す。参考として同試料の PAスペクトルも示す。同図

から明らかなように，すべての蛍光体の励起帯のピーク波長（PLE スペクトルのピーク波長）は

約 300[nm]でほぼ同じあった。これらはいずれも各母体中の Bi
3+における 6s

2 基底状態の電子が
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1 励起状態へ遷移したことに起因すると考えられる。しかし，これらの蛍光体の発光ピーク

波長（PL スペクトルのピーク波長）は母体材料に依存した。具体的には，YAM:Bi と GAM:Bi

蛍光体の発光ピーク波長および発光強度は概ね同

じであったが，LAM:Bi ではこれらの試料と比較

して発光ピーク波長は約 60[nm]~74[nm]長波長側

に観測され，かつ発光強度は約 70[%]低下した。一

方，PAスペクトルを見ると LAM:Biにおける波長

300[nm]付近の PA 信号は，YAM:Bi や GAM:Bi

のそれに比べて著しく大きかった。したがって，

LAM:Bi は他の 2 つの試料と比較して蛍光体試料

に吸収されたエネルギーの多くが無輻射遷移過程

である熱として放出され，結果的に発光強度の低

下を引き起こしたと考えられる。さらに，LAM:Bi

の PAスペクトルにのみ，ピーク位置よりも長波長

側（波長約 350[nm]以上の領域）に裾を引くよう

な信号が得られた。 
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